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覚王殿概略図

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
立
秋
が
過
ぎ

た
と
は
言
え
、
ま
だ
ま
だ
猛
暑
、
酷
暑
の

夏
真
っ
盛
り
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
実
録
・
覚
王
山
日

泰
寺
縁
起
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
京
都

に
仮
奉
安
さ
れ
た
ご
真
骨
（
世
界
的
に
本

物
と
認
め
ら
れ
て
い
る
仏
舎
利
）
。
い
よ

い
よ
最
終
奉
安
地
の
選
定
で
す
。

★
日
本
大
菩
提
会

   

タ
イ
に
行
っ
た
奉
迎
使
節
団
は
、
ご
真

骨
を
贈
与
さ
れ
る
際
に
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン

国
王
に
大
事
な
約
束
を
し
ま
し
た
。
帰
国

後
に
ご
真
骨
奉
安
の
た
め
の
超
宗
派
寺
院

を
創
建
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

   

満
足
し
た
国
王
は
ご
本
尊
と
し
て
タ
イ

の
国
宝
で
あ
る
釈
尊
金
銅
仏
を
下
賜
。
さ

ら
に
、
寺
院
創
建
に
際
し
て
木
材
の
寄
進

も
申
し
出
。
超
宗
派
寺
院
創
建
の
約
束
、
果

た
さ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

   

使
節
団
が
タ
イ
に
到
着
し
た
一
九
〇
〇

年
（
明
治
三
十
三
年
）
六
月
十
一
日
、
日

本
で
は
ま
さ
し
く
そ
の
日
に
帝
国
仏
教
会

を
改
組
し
て
日
本
大
菩
提
会
を
創
設
。

   

会
則
第
二
条
は
次
の
よ
う
に
記
し
ま
し

た
。
曰
く
「
本
会
は
釈
尊
の
御
遺
形
を
奉

持
す
る
た
め
覚
王
殿
を
建
築
す
る
を
以
っ

て
目
的
と
す
」
。

   

お
釈
迦
さ
ま
は
「
覚
り
を
得
た
王
」
と

い
う
意
味
で
別
名
「
覚
王
」
。
し
た
が
っ

て
、
新
た
に
建
設
す
る
ご
真
骨
奉
安
寺
院

は
「
覚
王
殿
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

   
日
本
大
菩
提
会
は
、
覚
王
殿
に
関
し
て

敷
地
十
万
坪
以
上
、
経
費
一
千
万
円
以
上

と
い
う
壮
大
な
構
想
を
打
ち
上
げ
。
現
在

の
東
本
願
寺
の
敷
地
が
二
万
二
千
五
百
坪
。

十
万
坪
の
土
地
は
容
易
に
は
確
保
で
き
ま

せ
ん
。

   

建
設
費
の
一
千
万
円
は
膨
大
な
金
額
で
す
。

例
え
ば
、
米
の
価
格
（
当
時
約
一
円
、
現

在
約
三
千
円
）
で
比
較
す
る
と
三
千
億
円
、

入
浴
料
や
コ
ー
ヒ
ー
（
い
ず
れ
も
当
時
約

二
銭
、
現
在
約
五
百
円
）
で
比
較
す
る
と

約
二
千
五
百
億
円
、
会
社
員
の
初
任
給
（
当

時
約
十
円
、
現
在
二
十
万
円
）
で
比
較
す

る
と
約
二
千
億
円
で
す
。

   

比
較
の
基
準
に
も
よ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
当
時
の
一
千
万
円
は
現
在
の

ほ
ぼ
二
～
三
千
億
円
に
相
当
す
る
金
額
で

す
。

★
伊
藤
満
作

   

使
節
団
が
タ
イ
を
訪
問
し
て
い
る
間
に
、

帝
国
仏
教
会
は
覚
王
殿
の
予
定
平
面
図
の
作

成
を
依
頼
し
ま
し
た
。

   

依
頼
先
は
名
古
屋
の
設
計
士
伊
藤
満
作
。

真
宗
大
谷
派
と
関
係
が
深
く
、
尾
張
藩
の

工
匠
棟
梁
で
あ
っ
た
伊
藤
平
左
衛
門
の
一

族
で
す
。

   

ご
真
骨
が
長
崎
に
到
着
し
た
七
月
十
二

日
、
縮
尺
千
五
百
分
の
一
の
平
面
図
が
完

成
し
ま
し
た
。

   

名
古
屋
が
最
終
的
に
覚
王
殿
の
有
力
候

補
地
に
な
っ
た
こ
と
に
、
最
初
の
設
計
に

関
わ
っ
た
の
が
名
古
屋
の
伊
藤
満
作
で
あ

っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
★
外
山
義
文

   

ご
真
骨
が
京
都
の
東
山
妙
法
院
に
仮
安

置
さ
れ
て
か
ら
一
年
が
経
過
。
タ
イ
の
チ

ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
に
約
束
し
た
覚
王
殿
、

す
な
わ
ち
超
宗
派
寺
院
の
建
設
地
は
一
向

に
決
ま
り
ま
せ
ん
。

   

そ
ん
な
中
、
駐
タ
イ
領
事
外
山
義
文
は

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
よ
り
再
三
再
四
、
日

本
で
の
検
討
状
況
を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

   

進
展
が
捗
々
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
木

材
や
資
金
を
早
く
寄
進
し
た
い
チ
ュ
ラ
ロ

ン
コ
ン
国
王
は
ご
立
腹
。

   

ま
た
、
国
王
が
計
画
し
て
い
る
仏
教
図

書
館
に
、
日
本
の
各
宗
派
か
ら
寄
贈
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
書
籍
の
提
供
も
進
ん

で
お
ら
ず
、
日
本
と
し
て
非
常
に
面
目
な

い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

   

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
十
一

月
二
十
六
日
、
業
を
煮
や
し
た
外
山
領
事

は
、
大
日
本
菩
提
会
の
会
長
村
田
寂
順
師

と
副
会
長
前
田
誠
節
師
に
書
簡
を
送
り
、
次

の
よ
う
に
申
し
伝
え
た
そ
う
で
す
。

   

曰
く
「
国
王
と
の
約
束
の
重
さ
を
自
覚

し
、
日
本
仏
教
徒
の
恥
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
早

急
に
対
処
さ
れ
た
い
」
。

   

折
し
も
翌
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五

年
）
秋
、
タ
イ
の
ワ
チ
ラ
ー
ウ
ッ
ト
皇
太

子
（
後
の
ラ
ー
マ
六
世
）
が
米
国
か
ら
帰

国
の
途
上
に
日
本
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

   

帝
国
仏
教
会
は
皇
太
子
来
日
ま
で
に
、
建

設
地
だ
け
で
も
決
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
切
迫
し
た
状
況
に
追
い
込
ま

れ
ま
し
た
。

   

お
尻
に
火
が
つ
い
た
仏
教
界
。
一
九
〇

二
年
（
明
治
三
十
五
年
）
一
月
、
各
宗
派

管
長
に
よ
る
会
議
が
開
か
れ
、
奉
安
地
選

定
委
員
会
を
設
置
。
候
補
地
を
調
査
、
選

定
す
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。

★
名
古
屋
浮
上

   

さ
て
、
い
よ
い
よ
候
補
地
と
し
て
名
古

屋
が
浮
上
し
ま
す
。
吉
田
禄
在
、
加
藤
慶

二
な
ど
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
詳
し

く
は
来
月
。
乞
ご
期
待
。


